
②設備費の低減

（工事コストの低減）

 ロープ式のため、従来の油圧ユニッ

ト・ 油圧シリンダーに変えて、巻上機

のみで 構造が簡単となり、ライフサイ

クルコスト に対して設備工事コストで

約８％低減

③機械室が不要

（工事コストの低減）

 小型・高性能の巻上機・制御盤

を昇降路内に設置することによ

り、従来の油圧式に必要な機械

室が不要となり、ライフサイクル

コストに対して建築工事コストで

約４％低減

⑤廃棄物発生の抑制

（社会的コストの低減）

 機器の小型化や危険物（油）

不使用により解体時の廃棄物

量（社会的コスト）が低減

④電動機容量の大幅低減

(ランニングコストの低減）

従来の油圧式に比較し、電動機

容量を１／４以下にすることが可

能なため、ライフサイクルコストに

対してランニングコストで約１

８％低減

⑥エネルギー使用量の低減

（地球環境負荷の低減）

使用電力量が小さくなることから、

ＣＯ２発生量などの地球環境負荷

が低減

総合的なコスト縮減のイメージ
(庁舎におけるマシンルームレス型エレベーターの採用によるコスト縮減効果)
   バリアフリー対策の充実のために低層庁舎に設置するエレベーターとし
て、従来の油圧式エレベーターに代えてマシンルームレス型エレベーターを
採用することにより、 ライフサイクルを通じた総合的なコスト縮減を図りま
す。
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①バリアフリー化の推進

（社会的コストの低減）

 既存小規模庁舎への設置が容易な

 マシンルームレス型エレベーターの

採用によるバリアフリー化の早期普及

により社会的コストを低減
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総合的なコスト縮減施策 
＜庁舎におけるマシンルームレス型エレベータの例＞ 
  H12年度実績  横浜税関本館、他 6件で採用 

［関東地方整備局］ 


